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FFA ＆ T 大作戦

『子供も教職員も 未来に目を向け、考え、チャレンジ』

令和３年度 １１月 １６日 １５号

図書室より

児童のみなさんへ
図書館にどんどん新刊が入ってきています。ぜひ来室してく

ださいね。

読書の秋！
そして 考える力を

最近は暗くなるのも早く、夜の時間が長くなってきました。

ゲームや YouTube も楽しいですが、ぜひこの時期に本を読んで
みませんか。

８日に司書の先生が、東大ナゾトレシリーズを準備してくれ

ました。どうしてこの本を購入したかというと、みんなに発想

力（ひらめき力）をきたえてほしいからです。

ぜひ挑戦してくださいね！

すでに取り組んだ人の感想！

ことわざコーナーもできました！
このボードに

貼ってあること

わざ、いくつ知

っていますか？

これを機会に、

ことわざの本を

読んでみてはど

うでしょうか！

たくさんＰＴＡより本を寄贈していただき、
大変ありがとうございました。１５日の昼休み

より貸し出しを開始しました。

みなさん、たくさん読んでくださいね！

難しかったけど楽

しい！

自分の学年より上に挑

戦するぞ！

2番目が分からなかった
けど、3，4，5番目をや
ったら全部分かった。問

題が解けるとスッキリ！

これは難しい

ぞ～(>_<)

カラー版は Webページでご覧ください。



カラー版は Webページでご覧ください。

１１月９日 先生方の勉強会を実施
毎年、県や町の指導主事の先生に来校していただき、

午前中は授業を参観してもらいます。午後は授業をし

た先生への指導と全職員による代表授業のワークショ

ップで指導力向上に磨きをかけています。

今年度は６つの授業を公開し、指導を指導助言をい

ただきました。

１１月は「児童虐待防止推進月間」です。
下記の文は文部科学省からのメッセージです。一読をお願いします。

保護者、学校関係者、地域の皆さまへ

「児童虐待の根絶に向けて ～地域全体で子供たちを見守り育てるために～」
令和3年10月26日(火曜日)

11月は児童虐待防止推進月間です。
子供たちへの虐待は、児童相談所の相談対応件数（速報値）が初めて20万件を超えるなど、極め

て深刻な状況です。新型コロナウイルス感染症の影響による生活不安やストレス等に伴い、児童虐待
のリスクが一層高まっています。児童虐待により子供たちが傷つき、亡くなるようなことは、何とし
ても無くさなければなりません。

虐待は、殴る、蹴るといった身体的虐待だけではありません。言葉で脅す、無視するなどの心理的
虐待、家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にするなどのネグレクトや性的虐待もあります。
いずれも子供たちの心身に深い傷を残します。

保護者の皆さま、大切なお子さまの健やかな成長のため、「虐待はしない」と誓ってください。心
に余裕がない時はストレスの解消など、皆さま自身が休むことも大切です。子育てに不安や悩みがあ
る時には、身近な人に相談したり、自治体の相談窓口等を頼ったりしてください。

学校関係者の皆さま、日頃から子供たちと接する中で、児童虐待と疑われる事案に気付いた際は、
速やかにチームとして対応し、市町村や児童相談所に通告するとともに、関係機関と連携して対応し
てください。

地域の皆さま、是非、子供や保護者の様子に関心を持って見守ってください。不自然な傷のある子
供や子供の養育に無関心な保護者など、虐待が疑われるサインに気付いた際は、最寄りの児童相談所
に繋がる全国共通ダイヤル「189」（“いちはやく”）に相談・通告してください。

児童虐待の防止には、家庭・学校・地域が一丸となって子供たちを見守り、育てることが重要です。
文部科学省としても、関係省庁とともに取組を推進してまいります。皆さまの御理解と御協力を心か
らお願い申し上げます。

令和3年11月
文部科学大臣


